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アンカー頭部を打撃した際の振動を AE センサーにより取得し、その振動特性からアンカーの緊張力を評

価する方法について検討を行った。 
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1. 緒言 

東北地方太平洋沖地震による震源地付近発電所での津波被害を踏まえ、日本国内の原子力発電所では、

タンクの漂流防止対策や津波防波壁の設計等でアンカーが用いられている[1,2]。アンカーの健全性評価は、

高速道路等では一部のアンカーを抽出して緊張力が測定されているが、労力的・経済的に負担が大きい。

そのため、簡易的にアンカーの緊張力を把握する調査・評価方法の開発が必要とされている[3]。そこで、

本稿は，アンカー頭部の振動特性からアンカーの緊張力を評価する方法について検討を行った。 

2. AEセンサーを用いた打音検査による健全性評価 

2-1. 打音検査方法と緊張力評価の特徴量の抽出 アンカーの頭部側面にセンサーを押し当て、アンカー頭

部側面を打撃する。得られた信号波形の周波数分布から（図１）、本報では、１次及び２次の曲げ振動モー

ドの固有振動周波数（以下、「１次周波数」「２次周波数」という）に着目した。 

2-2. 室内試験による緊張力とアンカーの固有振動周波数の関係性 引張試験機で所定の緊張力を導入した

アンカー供試体（４種類）の頭部振動を測定し、緊張力と評価ピーク周波数との関係性を評価した。図 ２

に縦軸を周波数横軸は緊張度（各試験荷重／Ta（許容アンカー力））を示すが、①緊張力増加に伴い、各周

波数は高周波側にシフトすること、また、②１次周波数より２次周波数の方が、緊張力に伴う周波数変化

量が増加する傾向が分かった。 

2-3. 現場試験による緊張力評価 高速道路法面のアンカーの現場試験（44本）より緊張力評価式のモデル

を構築し算出した推定緊張力と実際の緊張力の対比を図３に示すが、一定の範囲内で良い一致を示した。 

3. 結論 

 アンカー頭部を打撃した際の振動を AE センサーにより取得し、その振動特性からアンカーの緊張力を

評価する方法を考案し、一定の範囲内で緊張力評価しうる見通しを得た。 
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図１アンカー頭部の振動周波数 図２緊張力と周波数の関係 図３ 実緊張力と推定緊張力の対比 
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